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特別利益(負ののれん発生益)の計上、業績予想の修正および 

配当予想の修正（記念配当の実施）に関するお知らせ 

 

平成25年3月期において、下記のとおり特別利益（負ののれん発生益）を計上する見込みとなりましたのでお知

らせするとともに、関連して、平成 24 年 5 月 11 日に公表した業績予想および配当予想を下記のとおり修正いたし

ましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．特別利益（負ののれん発生益）の計上について 

当社は、平成 24 年 11 月 13 日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社クワザワ工業の発

行済株式を追加取得し、当社グループ内での完全子会社化することを決議いたしました。 

これに伴い、平成 25 年 3 月期第 3 四半期において約 4 億円の特別利益（負ののれん発生益）を計上する見込

みとなりました。 

なお取得価格は暫定的な金額であるため、負ののれんの金額は概算であります。 

 

２．業績予想の修正について 

平成 25 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

                   
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 86,000 850 900 750 90.88

今回修正予想(Ｂ) 86,000 820 870 1,050 127.34

増減額(Ｂ－Ａ) - △30 △30 300 

増減率(％) - △3.5 △3.3 40.0 

(ご参考) 前期実績 

(平成 24 年 3 月期) 85,691 810 867 1,040 125.54

 

業績予想修正の理由 

売上高につきましては前回予想と変更ありませんが、労務事情の悪化による工事原価の上昇が見込まれること

から、営業利益、経常利益ともに 30 百万円前回予想を下回る見込みであります。また、前述の「１．特別利益（負の

のれん発生益）の計上について」に記載のとおり、負ののれん発生益を特別利益に計上することなどから、当期純

利益は 3 億円前回予想を上回る見込みであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．配当予想の修正について 

 
年間配当金（円） 

 第 2 四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（平成 24 年 5 月 11 日発表） 
－ 5 円 00 銭 5 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想 － 

 

7 円 00 銭 

普通配当 5 円 00 銭 

記念配当 2 円 00 銭 

 

7 円 00 銭 

普通配当 5 円 00 銭 

記念配当 2 円 00 銭 

当 期 実 績 －   

 

前 期 実 績 

（平成 24 年 3 月期） 

－ 

 

7 円 00 銭 

普通配当 5 円 00 銭 

記念配当 2 円 00 銭 

 

7 円 00 銭 

普通配当 5 円 00 銭 

記念配当 2 円 00 銭 

 

配当予想修正の理由 

当社は昭和 8 年に創業し、平成 25 年に 80 周年を迎えることとなります。これも株主の皆様を始め、関係各位の

ご支援の賜物と心から感謝申しあげます。 

つきましては、株主の皆様の日頃のご支援にお応えするため、平成 25 年 3 月期の期末配当を当初予想の 1 株

当たり普通配当 5 円に創業 80 周年記念配当 2 円を加えた、1 株当たり 7 円に修正いたします。 

なお、本件につきましては、平成 25 年 6 月下旬開催予定の第 64 回定時株主総会における決議を条件としてお

ります。 

 

※上記に記載した業績予想は、本資料発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因によって上記予想と異なる場合があります。 

 

 以 上 


